
変化する世界に対応するための最新化された電子コミュニケーション監視

マルチチャネルでの通信が急速に進化する今日、コミュニケーションに関する監視への要求はこれまで以上に大きくなり、規制当局による

調査や違反に対する罰則もますます厳しくなっています。企業は電子メール、チャット、音声、動画など増え続けるコンテンツへの対応を余

儀なくされ、サンプリングベースの検出や辞書検索ベースの検出ではもはや対処しきれません。Veritas Alta™ Surveillance はノイズを排

除し、関連コンテンツのみをキャプチャして表示するため、タスクの自動化と合理化を実現し、時間を節約し、高額な罰金を回避すること

ができます。Veritas Alta Surveillance なら、革新的で透明性の高い人工知能である機械学習や自然言語処理により、先手を打ってコン

プライアンス義務に対応できます。

エンドツーエンドのコンプライアンス

SaaS ベースの Veritas Alta データコンプライアンスおよびガバナンスプラットフォームとの統合により、コンテンツのキャプチャからコン

プライアンスに対応したアーカイブ、検索、レビュー、監査まで、規制要件を満たす完全なエンドツーエンドのコミュニケーションコンプライ

アンスを実現します。
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図 1. Veritas Alta における Veritas Alta Surveillance のプロセス

Veritas Alta Surveillance



あらゆる会話をキャプチャ 

Veritas Alta™ Capture の統合されたコンテンツを利用して、あらゆる会話をレビュー用にキャプチャします。Veritas Alta Capture では、

電子メール、Teams、Bloomberg、WhatsApp、Zoom など、120 を超える SaaS ベース構成のコンテンツソースからコンテンツをキャプ

チャできます。

Veritas Alta Capture の主な利点

1. 120 を超えるソースからさまざまな形式のコミュニケーションを取り込んで統合

2. 新しいメッセージプラットフォームにすぐに適応し、コンプライアンスリスクを低減

3. データ収集サイクルを開始するためのトレーニングは不要

4. サーバーインフラの更新および保守は不要

5. 特定の情報にフラグを付けて将来のデータ収集を強化

 

図 2. Veritas Alta Capture で利用できる 120 以上のコンテンツソース

コンプライアンスを維持しながらコンテンツを保存

統合された SaaS ベースの Veritas Alta™ Archiving により、コンテンツはすべて、規制に準拠した改ざん不可能な WORM アーカイブに

安全に保存されます。保持、有効期限、アクセス、管理をきめ細かく制御できる Veritas Alta Archiving なら、エンタープライズクラスの

データセキュリティとデータライフサイクルを実現できます。

Veritas Alta Archive の主な利点

1. ジャーナル処理されたレコードに変換し、不正な削除または過失による削除を防ぐ高可用性リポジトリに保存することで、ポリシーに
基づいてコンテンツを保持

2. 証明書を含め、適用を受ける法律および規制に適切な方法で準拠する保持方法を確立

3. エンタープライズクラスの高速インデックス作成により、アーカイブ内のすべてのコンテンツの検索結果を数秒で提供

4. 統合された Veritas Alta eDiscovery により、高速検索、リーガルホールド、ケース管理、eDiscovery のワークフローを利用できる
ため、コストを削減し、IT スタッフと訴訟サポートスタッフの生産性を向上

5. 組み込みの直接移行機能により、コンテンツと電子情報開示およびコンプライアンスワーク製品の両方をオンプレミスのベリタス
アーカイブから移行

6. 個人用アーカイブを通じてエンドユーザーが検索、取得できるアーカイブコンテンツへのアクセスを提供



自動分類によるコンテンツの拡充

統合された Veritas Alta™ Classification により、コンテンツはすべて、取り込みとインデックス作成の際にポリシーによって自動的に分

類できます。Veritas Alta Classification には、エキスパートが検証した、1,100 以上のパターンを含む 200 以上のポリシーが事前ト

レーニング済みで用意されており、そのまま使用またはカスタマイズすることができます。コミュニケーションコンプライアンス、企業コン

プライアンス、法務、ヘルスケア、セキュリティ、プライバシー、公共機関など、データ主導のさまざまなユースケースに対応できます。

Veritas Alta Classification の主な利点

1. 人工知能による自然言語処理に組み込みの、感情分析や 30 を超える言語の言語検出などの機能

2. ニュースレターや自動生成された電子メールなどのノイズを特定し、コンテンツをレビューから自動的に除外するルールをトリガーす
るよう特別に設計されたポリシー

3. 顧客からの苦情、外部のビジネス活動、オフチャネルシグナリング、取引執行の懸念などの行動を特定してアラートを送信する、 
業界エキスパートによって作成されたコミュニケーションコンプライアンスに特化したポリシー

4. 透明性の高いポリシーによる、キーワードから近接距離に至るまでのポリシーロジックの完全な透明性を実現

5. 入れ子になった条件ロジック、ブーリアンと正規表現、文書の類似性、信頼度、最小数/最大数などを使用して、新しいポリシーを作
成、または既存のポリシーをカスタマイズ

6. 新規および既存のポリシーの 3 カ月ごとの更新による迅速な開発とメンテナンス

監視の強化

Veritas Alta™ Surveillance では、コンプライアンス部門がレビュープロセス全体を管理できます。設計および制御可能なワークフローにより、

これには部門の作成、レビュー担当者と権限の割り当て、監視対象となる従業員の追加、検索とサンプルのスケジュール設定、レビューの

実施、レポート、エクスポート、監査が組み込まれています。独自の辞書と Veritas Alta Classification ポリシーに基づき、インテリジェン

トレビューによる機械学習を介してアラートを送信します。

Veritas Alta Surveillance の主な利点

1. 完全な透明性を保ち、すべてのコンテンツの関連性にスコアを付けるように自身をトレーニングする、組み込みのインテリジェント
レビューによる機械学習

2. 許可リストに登録されたユーザーと免責に起因する誤検知を自動的に削減する、組み込みのノイズリダクション機能

3. メッセージ全体を読まなくてもレビュー担当者を関連コンテンツに誘導する、ヒット強調表示ナビゲーション

4. レビュー担当者が編集、リアクション、画像、添付ファイルを含め、Teams チャットや Teams チャネルを Teams の表示通りに忠実
に表示してレビューできるコラボレーションコンテンツの専用レビュー

5. メッセージ本文にトランスクリプションを含む音声と動画コンテンツの専用レビュー、およびアラートをトリガーする録音または録画
部分に直接ジャンプするスマートトランスクリプトを備えた専用のレビューメディアプレーヤー

6. 特定の役割やユーザーに対して各機能を有効または無効にできるきめ細かなアクセス制御

7. 各アクションを記録し、インデックス付けし、検索とエクスポートを可能にすることを保証する監査検索機能

インテリジェントレビュー: 透明性のある機械学習

Veritas Alta Surveillance では、最先端の機械学習を活用してレビューを最適化できます。インテリジェントレビューは、継続的なアクティブ

ラーニングのフレームワークに基づいて設計されており、ここでは、学習はレビューチームによる関連度に応じたアイテムのマーキングやラ

ベル付けを監視するバックグラウンドタスクとして自動的に実行されます。トレーニングセットはレビュー担当者の履歴です。特別なトレーニ

ングセットを構築または削除したり、エンジンを調整したりする必要はありません。モデルは毎日自動的に更新されます。つまり、機械学習

とはチームの活動を監視し、そこから直接かつ継続的に学習するものです。特定分野の専門家やデータサイエンティストは必要なく、すべて

はシステムに組み込まれており、ボタンをクリックするだけで有効にできます。レガシーシステムでは特定分野の専門家やデータサイエン

ティストによる個別のトレーニングが必要ですが、このアプローチではシステムが陳腐化せず、正確性や関連性が損なわれることがないと

いう利点があります。むしろ、時間が経つほど精度が向上します。入力するデータが増えるほど、精度が高くなっていくのです。



透明性は、Veritas Alta Surveillance のインテリジェントレビューによる機械学習のもう 1 つの重要なテーマです。インテリジェントレ

ビューでは、レビュー担当者が機械学習の予測を簡単に理解できます。すべてのメッセージに関連性スコアが付けられるので、これを使って

フィルタリングや並べ替えを実行し、優先順位を付けることができます。また、各アイテムにスコアの内訳が表示され、ユーザーはマウスを

クリックするだけで、参加者、メッセージの方向性、件名、ユーザーが選択したコンテンツスニペット、分類タグ、部門の影響、レビュー担

当者のマークなどの基準を考慮し、メッセージの個々の貢献度がスコア全体にどのように反映されているかを理解できます。これにより、 
レビュー担当者は個々の貢献度に応じてメッセージをすばやく評価できます。

 

図 3. インテリジェントレビューで機械学習の予測を特定する

最適化されたレビューとヒット強調表示ナビゲーション

レビューでは、ユーザーは 20 以上のファセット、複数列の選択と並べ替え、高度な検索フィルタによって関連するメッセージに誘導されます。

アイテムレベルでは、ヒット強調表示ナビゲーションにより、［次へ］をクリックするだけでメッセージの関連する部分に自動的に移動できます。

図 4. 電子メール通信のヒット強調表示ナビゲーションのビュー



専用レビュー

レビュー担当者は、音声と動画コンテンツ、およびコラボレーションコンテンツの専用レビューにより、コンテンツをネイティブにレビューで

きます。Teams チャットや Teams チャネルについては、編集、リアクション、画像、添付ファイルを含め、Teams で表示される通りに忠実

に表示されます。連続スクロールでは、アイテムの履歴が保持されるため、レビュー担当者はチャットやチャネル内を前後に移動できます。 
コンテンツの実際のビューとメタデータを保持し、アイテムの履歴を連続的にスクロールすれば、レビュー時にチャットメッセージのコンテ

キストをすべて活用できます。音声と動画コンテンツの場合、コンテンツはメッセージ本文にトランスクリプションを含むメッセージとして、

アラートをトリガーする録音または録画部分に直接ジャンプするスマートトランスクリプトを備えた専用のレビューメディアプレーヤーに表

示されます。

図 5. Microsoft Teams の専用レビューの例
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